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第１章 基本方針の概要 

１．基本方針の目的 

本市では、平成29（2017）年10月に「宗像市立小中学校の適正規模・適正配置等に関する基本

方針」を策定し、国が示す基準に沿って、本市の学校施設の適正規模等について基本的な考え方

を示しました。 

しかしながら、日本全体で少子化・人口減少が進む中、本市においても人口減少の局面に差し

掛かっており、児童生徒数も今後減少していくと見込まれ、また、近年の特別支援学級に在籍す

る児童生徒数の急激な増加や、今後のまちづくりを意識した施設整備に関する基本的な考え方を

盛り込む必要が生じたことから、「宗像市立学校の適正規模・適正配置及び学校施設整備に関す

る基本方針（以下、「基本方針」という。）」を策定することとしました。 

 

２．基本方針の位置付け 

基本方針は、上位計画である「第３次宗像市総合計画」をはじめ、「宗像市教育大綱」や「宗像

市学校教育アクションプラン」に則るとともに、他の関連する計画とも整合を図ります。 

図表 基本方針の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．基本方針の期間 

基本方針の期間は、令和８（2026）年度から令和37（2055）年度までの概ね30年間とします。た

だし、学校を取り巻く環境の変化や社会情勢の推移により、内容の見直しが必要と判断した場合は、

見直しを行います。 

 

第３次宗像市総合計画（令和７年３月）

宗像市教育大綱
（令和７年２月）

宗像市公共施設
アセットマネジメント計画
（令和７年４月）

宗像市立学校の
適正規模・適正配置及び
学校施設整備に関する

基本方針

宗像市
教育アクションプラン
（令和７年４月）
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第２章 学校を取り巻く現状と課題 

１．児童生徒数・学級数の状況 

① 市全体の推移 

本市の児童生徒数は、令和７（2025）年時点で 8,408 人となっており、平成７（1995）年のピ

ーク時と比べて 13％（1,306 人）減少しています。 

今後の推計では、10 年後の令和 17（2035）年には現在より 23％（1,925 人）減少する見込み

です。さらに、20 年後の令和 27（2045）年には 27％（2,299 人）減少、40年後の令和 47（2065）

年には 32％（2,676 人）減少すると見込まれ、長期的な減少傾向が続くと予測されます。 

 

 

図表 児童生徒数・学級数の長期推計（宗像市全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※将来推計値は、コーホート要因法により推計 
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現在 10年後 20年後10年前20年前 40年後30年前40年前

児童生徒数
H７

9,714人

児童数
H７

6,344人

4,043人 4,110人

3,677人

生徒数
H10

3,524人

2,812人
2,440人

1,999人 2,055人

5,596人

30年間で約13％ (1,306人)減

R７
8,408人

6,483人
6,109人

R47
5,732人

約23％減 約27％減

40年間で約32％ (2,676人)減

（年度）各年度５月１日現在

中学級数（特支なし） 小学級数（特支なし） 児童生徒数（ALL) 生徒数（中） 児童数（小）

（人）

H15
玄海町と
合併

H17
大島村と
合併

30年後
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② 中学校区でみたエリアごとの児童生徒推移 

中学校区ごとのエリアでみた場合、日の里中学校区では、昭和 60（1985）年のピーク時から

現在にかけて児童生徒数が約 58％減少しています。今後も引き続き減少する見込みです。 

城山中学校区では、平成 17（2005）年から現在までおおむね横ばいで推移してきました。今

後は減少傾向に転じるものの、他の中学校区と比べて減少率は小さいと見込まれています。 

中央中学校区および河東中学校区では、平成 25（2013）年頃から現在にかけて児童生徒数が

増加傾向にありますが、今後は減少傾向に転じる見込みです。 

自由ヶ丘中学校区では、平成 10（1998）年にピークを迎えた後、減少傾向が続いており、今後

も緩やかに児童生徒数が減少していく見込みです。 

玄海中学校区および大島学園については、いずれの学校も小規模校であり、今後も児童生徒数

の減少が見込まれます。 

 

図表 中学校区ごとの児童生徒数の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各中学校区の推移は、各中学校区域にある小学校、中学校の児童生徒数の総数 
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③ 学校規模の現状と今後の見込み 

中学校では、城山中学校および河東中学校は大規模校となっており、特に城山中学校について

は、今後 20 年間にわたり大規模校の状態が継続する見通しです。 

小学校では、赤間小学校が今後も大規模校として推移する一方、自由ヶ丘小学校および河東西

小学校については、将来的に 12 学級規模まで縮小すると見込まれます。 

 

図表 学校別・児童生徒数・学級数の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

複式学級を解消するため

学級増を実施 

中学校区

：9～18学級

：4～8学級

：19学級以上

小学校（通常学級） 中学校（通常学級）
：3学級以下

地図凡例

：12～24学級

：7～11学級

：19学級以上

：6学級以下
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また、日の里中学校区や旧宗像市周縁部、旧玄海町、離島に位置する学校では、児童生徒数の減

少が続いており、今後の学校規模や運営の在り方について検討が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（年度） 

小学校：７学級～11学級
中学校：４学級～８学級

小学校：６学級以下
中学校：３学級以下

小学校：19学級以上
中学校：19学級以上

上段：児童生徒数
下段：通常学級数
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２．地域状況 

宗像市の人口は、令和７（2025）年度の 96,719 人から 20 年後には 88,604 人へと約８％減少

すると予測されており、市全体として人口減少が進行しています。また、高齢化率は 31％から

34％へと上昇しており、人口減少と高齢化が同時に進む状況にあります。 

地域別にみると、農村・漁村を中心とする大島、玄海、岬、南郷、吉武などの地域では人口減

少と高齢化が特に進んでおり、高齢化率が 40％前後に達する地区もみられます。 

 

図表 地域状況 

  

※将来推計値は、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V3（R2 国調対応版）」より 
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一方、昭和 40 年代に開発された日の里や自由ヶ丘などの大規模住宅団地では、団地の高齢化と

人口減少が進行しています。特に日の里では人口の大幅な減少が予測されており、団地の更新や

若い世代の流入など、団地再生に向けた取組が求められています。 

これに対して、JR 鹿児島本線沿線の東郷、赤間、河東など、平成初期以降に開発が進んだ地域

では、交通利便性や商業施設の集積を背景として人口が維持または増加する傾向がみられます。 

  


